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日時：2014年 10月 18日（土）14時から 17時 

会場：戸山キャンパス 39号館、第 5会議室 

 

 このたび開催された「信頼社会」研究の 2014年度第 3回研究会では、参加者約 15 名と

ともに、二つの話題提供と質疑が行なわれた。話題提供者は、草柳千早先生（本学文学学

術院教授）と松永美穂先生（本学文学学術院教授）である。 

 

草柳千早先生「不信への一社会学的接近」のまとめ 

現代社会で、制度、組織に対する信頼を裏切られるような事態に私たちはしばしば遭遇

する。しかし、個人が日常生活の中で不信を表明することは、必ずしも容易ではない。不

信はしばしば揶揄、嘲笑、否定され、信頼への同調圧力のもとで排斥される。今回の話題

提供では、このような事態に臨んで、信頼社会の再構築に向けて、私たちは不信といかに

向き合いうるか、について問題提起を行った。焦点を当てたのは、したがって、システム

への信頼と不信である。Ｎ．ルーマンに学ぶならば、私たちは、コントロールできないに

もかかわらずシステムを信頼しなければならないという強制下にある。「そこで何が起こ

っているのか」私たちにはわからない。このようなシステムへの不信を、Ｅ．ゴフマンの

フレイム分析を参考に「偽装フレイムへの疑い」として論じ、システムへの信頼／不信と、

それによって分断される人々の相互理解について考察した。その上で、不信を排除しない

社会の必要を主張し、人々の不信をシステムのコントロールに反映させていく回路、また

複雑なシステムの中に直接性の領域をつくっていく可能性について論じた。（草柳先生記） 

 

松永美穂先生「亡命の前提 ― ナチ時代の作家たちの場合」のまとめ 

1933 年にドイツでヒットラーが政権を獲得して以後、多くの人々がドイツから亡命し、

文学関係者だけでも約 2000人が亡命したといわれている。 

一方、日本でも同時期、軍国主義化が進み、天皇制のもと、反体制的な言論や政治活動

への厳しい弾圧が行われていた。それにもかかわらず、日本ではごく少数を除いて、作家

や一般市民の「亡命」という現象はほとんど見られなかった。それはなぜだろうか。日本

が島国だから、という最初に思い浮かぶ地理的条件は確かに重要ではあっても、それが亡

命を阻んだすべての理由ではない。すでに経済的理由でアメリカやブラジルに移民した多

数の日本人がいた。また、日本は 1905年にロシアとの戦争に勝って以後、ロシアとの陸続

きの国境を持っていた。それにもかかわらず亡命を試みるものが少なかったこと、そもそ

も亡命を、自分の信念を貫いて生き延びるための重要な選択肢として思い浮かべた人々が

いなかったということの方が注目に値する。 

このことの原因として、 

・日本において最大の反対勢力であった共産党が、コミンテルンとの連携のなかで、日本

の金融恐慌などの状況をふまえ、近い将来革命が起こることを予測し（ただしこの点はド



イツに関しても同様であった）、大衆とともに徹底的に闘う姿勢を見せていたこと、した

がって弾圧を逃れるために地下に潜ることはあっても共産党員の大量国外亡命は視野に入

っていなかったこと。 

・その間に共産党幹部たちが国家権力との対決に敗れて「転向」し、コミンテルンに背を

向けた国家主義者に変えられてしまったこと。 

・1868 年に近代化への道を歩み始めて以来、中国やロシアなどとの戦争に勝ち続け、第一

次世界大戦でも漁夫の利を得ていた日本の国内では軍国主義に対する批判が育ちにくく、

集団的「翼賛化」が比較的容易に、しかも早い時期に進んだこと（この点ではむしろ第一

次世界大戦勃発時のドイツと多くの共通点を持つ）。 

・ヒトラー政権と違い、日本民族を一つの家族としてとらえる独特の天皇制システム、お

よび「慈父」としての天皇像が、体制への批判を困難にしたこと。 

・東アジア地域全体の政治的後進性、つまりドイツにとってのオランダやフランスのよう

に、民主主義の進んだ隣国を日本が持たなかったこと。 

を理由として挙げたいと思う。 

年齢が近く、ともにブルジョア家庭出身の共産主義作家であったアンナ・ゼーガースと

宮本百合子の比較研究からも、日本の作家が亡命をあえて選択せず、危険を承知で国内に

とどまり続けたことが見えてくるだろう。（松永先生記） 

 

 今回の研究会では、いずれの発表においても「不信」が話題の中心を占めた。「不信」

の意義を認め、不信を抑圧しないシステムだけがシステム信頼の名に値するという洞察は、

私たちの「信頼社会」再構築という問題意識に直接的な指針を与えるものである。他方、

「亡命」の条件という観点から、「亡命を選ばない」人々のあり方を逆照射することで、

信頼と不信の境界を見定めるという文学研究の方法は、私たちの共同研究に新たな刺激を

与えるものである。なお次回の研究会は、2015年 1月 17日（土）、39号館第 5会議室に

おいて開催が予定されている。（報告書とりまとめ：御子柴善之） 


